
農
業
振
興

健康づくり

有害鳥獣対策について

町長／来年度計画を

健
康
づ
く
り
日
本
一
宣
言
を

町
長
／
目
標
を
も
っ
て
活
動
す
る

さつま町議会だより №15 ６

麥
田
　
医
療
費
適
正
化
計
画

を
達
成
す
る
た
め
に
「
健
康

づ
く
り
、
日
本
一
」
と
か

「
食
育
の
町
、
日
本
一
」
宣

言
を
し
て
、
町
民
の
理
解
、

協
力
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
現
在
、
健
康
増
進
課

を
中
心
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
「
健
康
い
き
い

き
元
気
さ
つ
ま
」
宣
言
と
い

う
様
な
健
康
づ
く
り
の
町
宣

言
に
つ
な
が
る
様
な
目
標
を

持
っ
て
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

麥
田
　
県
も
第
三
子
以
降
の

保
育
料
等
の
助
成
拡
大
を
決

め
た
。

　
我
が
町
も
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
の
面
か
ら
、
第

三
子
以
降
の
支
援
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

町
長
　
第
三
子
以
降
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
検
討
に
値

す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、

今
後
、
担
当
課
と
一
緒
に
な

っ
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

米
丸
　
猪
・
鹿
・
猿
な
ど
に

よ
る
農
林
産
物
の
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
。

　
本
年
、
鳥
獣
被
害
防
止
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

町
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
昨
年
度
は
５
５
０
０

万
円
の
被
害
で
、
猪
・
鹿
に

よ
る
被
害
が
６５
％
、
県
、
町
、

単
独
事
業
で
電
気
柵
の
設
置

を
推
進
し
な
が
ら
年
間
を
通

し
て
猟
友
会
に
捕
獲
を
委
託

し
昨
年
よ
り
６７
頭
多
く
捕
獲

し
ま
し
た
。

　
日
本
猿
に
つ
い
て
は
、
難

し
い
状
況
で
す
が
来
年
度
計

画
を
考
え
て
い
ま
す
。

米
丸
　
災
害
防
止
や
山
林
の

保
全
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
面

か
ら
、
山
の
上
部
に
広
葉
樹

林
の
拡
大
推
進
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
　
餌
に
な
る
広
葉
樹
林

が
少
な
く
な
り
、
人
里
に
猿

が
降
り
て
き
て
農
産
物
の
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
永
野
の
白
石
町
有
林
の
ク

ヌ
ギ
林
（
７．８
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

は
餌
場
と
し
て
伐
採
せ
ず
、

他
の
針
葉
樹
皆
伐
跡
と
民
有

林
の
所
有
者
に
も
同
意
を
得

な
が
ら
広
葉
樹
の
植
栽
な
ど

拡
大
を
図
り
ま
す
。

広
紅
樹
林
の
推
進
は

町
長
／
拡
大
を

　
　
　
　
　
考
え
る

第
三
子
以
降
の

　
　
　
支
援
策
を

町
長
／
検
討
し
ま
す
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